
福島第一原発事故後に新潟県南魚沼市に飛来したP3,P8による大気放射能ダスト、雪水などの放射性核種別のCs-137比
上図：新潟県南魚沼市放射線量（μGｙ/h)
下表：新潟券の各都市に飛来した放射性人工核種名
採取試料名、採取番所、採取日時：①大気放射性粒子、南魚沼市、3月15日 ②降下物（新潟市、４月１日から３０日）

③雪水 、南魚沼市、3月１５日か4月１日        ④汚泥、柏崎刈羽、３月から４月
⑤河川水、阿賀市の鹿瀬橋、３月１８日 ⑥農業用貯蔵物、他の都市、３月２３日
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上図：2011年3月15日に南魚沼市で採取された大気粒子状放射性物質の核種別Cs-137比と放射線量寄与率（％）
大気粒子状放射性物質のCs-137比：I-131=11,I-132=7.5,Te-132=6.5,Te-129m=1.8,I-133=1.0,Cs-137=1,Cs-134=0.95,Te-129=0.76,Cs-136=0.21,Te-131m=0.18
放射線量に対する寄与率（％）：I-131=15,I-132=66,Te-132=5.6,Te-129m=0.07,I-133=2.3,Cs-1372.2,Cs-134=5.8,Te-129=0.17,Cs-136=1.4,Te-131m=0.95
中図：2011年4月1日に南魚沼市で採取された雪の人工放射性核種別Cs-137比と放射線量寄与率（％）
雪の人工放射性核種のCs-137比：I-132=3.71,Te-132=3.5=, Cs-137=1,Cs-134=1, Te-129m=0.6, Te-129=0.39,,I-131=0.1,Cs-136=0.21,Te-127m=0.066
放射線量に対する寄与率（％）：I-132=68, Te-132=3.6, Cs-137=5,Cs-134=13, Te-129m=0.07, Te-129=0.25,Cs-136=3.6,I-131＝0.34Te-127m=0.0028
下図：2011年7月月15日に柏崎刈羽で採取された汚泥の人工放射性核種のcS-137比と放射線量寄与率（％）
汚泥の人工放射性核種のCs-137比： Cs-137=1,Cs-134=0.82, Te-129m=0.12, Te-129=0.076,Te-127m=0.064
放射線量に対する寄与率（％）： Cs-137=31,Cs-134=66, Te-129m=0.5, Te-129=0.31, Te-127m=0.017
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新潟県南魚沼市の位置と飛来プルーム（P3,P8)
左図（9本のプルームが掲載された論文）：題名「福島第一原発事故から放出された放射性セシウムの大気流れのモデル解説」
文献：Nakajima et al. Progress in Earth and Planetary Science(2017)4.2: DOI 10.1186/s40645-017-0117-x
右図：9本のプルーム図（矢印線で表示）と日付と場所。図中のBは二本松市、Cは郡山市、Eは矢吹町、Hは新地町、Jは南相馬地原町を示してい
る。
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